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1. アナライズ
1.1. 【カスタムピボット】集計項目の設定可能箇所追加

カスタムピボットの集計項目について、下記ができるようになりました。

1.1.1. フィルター入力方式に相対日時（N日後等）が指定可能



1.1.2. フィルター入力方式が絶対日時において、書式を変更可能

1.1.3. 集計項目のコピーが可能



1.2. 【カスタムピボット】不完全結合（LEFT JOIN）に対応
集計項目のデータがない場合でも、集計やセグメントが可能になりました。

1.3. 【多次元分析】集計項目「決算年度」を追加
年単位ではなく、決算年度単位で集計することが可能になりました。

決算月のデフォルトは3月（4月始まり〜3月決算）となっています。

決算月は変更可能ですので、変更をご希望の場合は弊社サポートセンターへお

問い合わせください。



1.4. 【多次元分析】レポートの設定画面に、集計項目のテーブル名とカラム

名を表示
レポートの設定画面で、各集計項目名の右側にあるツールチップにマウスオー

バーすると、その集計項目のテーブル名とカラム名が「.（ピリオド）」区切りで表
示されるようになりました。



1.5. 【多次元分析】、集計項目「会員.所持ポイント」、「会員.最短ポイント有
効期限」を追加
レポートの種類「会員」に、集計項目「会員.所持ポイント」、「会員.最短ポイント有
効期限」が追加されました。

今回のバージョンアップにて、会員データファイル（member.tsv）の標準項目に
「所持ポイント数」、「最短ポイント有効期限」が追加されました。

詳しくは、本資料の『13.2会員データファイル（member.tsv）に、「所持ポイント」
「最短ポイント有効期限」の項目を追加』をご覧ください。

1.6. 【多次元分析】レポートメールの検索条件に、「メールアドレス」を追加
レポートメールの「配信履歴」タブの検索条件に、配信先の「メールアドレス」を指

定して検索できるようになりました。



1.7. 【多次元分析】レポートメールで、出力するファイル形式を選択できるプ

ルダウンを追加
レポートメールの「メール」タブで、出力するファイル形式を「Excel」と「CSV」から
選択できるようになりました。

1.8. 【顧客ツリー分析】CSV出力時のソート順変更
顧客ツリー分析で、顧客セグメント分岐パーツや開封パーツ等の✅（Y）と❌（N
）があるパーツを使用している際にCSVファイルを出力すると、✅（Y）が上に出
力されるよう、ソート順が変更されました。



1.9. 【顧客ツリー分析】完了後、要素の配置変更保存に対応
完了した顧客ツリー分析の要素の配置を変更し、保存できるようになりました。

1.10. 【顧客ツリー分析】ラベル機能を追加
顧客ツリー分析にラベルを付けることができるようになりました。



2. メルマガ
2.1. 購読解除ボタン（List-Unsubscribed）の方式を変更

List-Unsubscribedの方式を、mailto方式から、POST方式（優先）+mailto方
式へ変更されました。

それに伴い、Gmailで下記のような「メーリングリストの登録解除」ボタンをク
リックした際に表示されるメッセージが変更となります。

▼変更前

▼変更後



2.2. 購読解除時に、該当メルマガ情報を保存
購読解除されると、ECIのバウンスメールアドレスリストへ登録され、次回以
降メールを配信しないようになりますが、どの配信で購読解除されたかが保

存されるようになりました。

保存される内容は、トリガーとなった配信の「チャンネルID」、「Fromメール
アドレス」、「配信名」です。

2.3. 【配信情報設定画面】購読解除者へも送信可能な選択肢を追加
購読解除した会員に対して、メール配信を可能にするオプション「購読解除

者にも送信する」が追加されました。

2.4. 【配信情報設定画面】対象グループ「全て」を選択、「購読解除者に

も送信する」にチェックを入れると、低速配信するよう変更
対象グループ「全て」、または「購読解除者にも送信する」にチェックを入れ

て配信予約をすると、通常の設定よりも低速で配信されるようになりました。

対象グループ「全て」にするとメルマガをオプトアウトしているユーザに、「購

読解除者にも送信する」にチェックを入れるとバウンスリストへ登録された

メールアドレスにも配信され、メールサーバのレピュテーション低下に繋が

るため、それを防止することを目的としています。



2.5. 【コンテンツ作成画面】ChatGPTによる、タイトルとテキスト本文自
動生成機能を追加
メールの概要を記述することで、テキストメールのタイトルと本文を自動生

成する機能を追加しました。

※本機能は、今回のバージョンアップリリース時には非表示となっておりま

す。表示する際に改めてご連絡いたします。

↓　メールの概要を記入して「生成」ボタン押下



2.6. 【コンテンツ作成画面】テスト配信で、短縮URL利用可能に
プレビュー画面からテスト配信する際、テキストメール本文に短縮URLが利
用されている場合に、短縮URLのままテスト配信できるようになりました（従
来は、本番配信のみ、短縮URLで配信されていました）。

2.7. 【コンテンツ作成画面】一括設定URLパラメータで、会員別の変数
差し込みに対応
#[[と]]#でスクリプトを囲むことで、会員ごとに変動する値を設定できるように
なりました。

たとえば、下記のように設定すると、メール本文にあるすべてのURLに、会
員ごとの会員予備項目1（dim1）が自動で設定されます。
（例）https://good.mall.test?&test=12345
　※dim1の値が「12345」の場合

2.8. 【コンテンツ作成画面】配信確認ダイアログに、配信予想件数を追

加
配信予約する際に表示される配信確認ダイアログにも、配信予想件数が表

示できるようになりました。



2.9. 【配信レポート】送信リストの並び順のデフォルトを、配信日時の降

順に変更
配信レポート内の「送信リスト」タブで確認できるリストの並び順のデフォルト

を、「配信日時の降順」へ変更されました（従来は「メールアドレスの辞書

順」）。

2.10. 【テンプレート】ラベル機能を追加
メルマガテンプレートにもラベルを付与できるようになりました。



2.11. 【テンプレート】ユーザ作成のHTMLをそのまま保存するテンプレー
トを追加
ユーザが作成したHTMLメルマガのソースを、そのまま保存できるテンプ
レートが追加されました。

従来のテンプレートは、下記のように「要素」メニューと「ソース」メニューが

あり、「要素」メニューではウィジェットをドラッグ&ドロップで配置したり、レイ
アウトやスタイルの設定がGUIで実施することが可能で、その設定内容が
「ソース」に自動反映されるようになっております。

今回追加される、ユーザ作成のHTMLをそのまま保存するテンプレートは、
「要素」メニューがなく、「ソース」のみとなり、ユーザのHTMLソースを自動
補正しないようになっています。



2.12. 【バウンスメール】配信成功したメールアドレスを、バウンスメール

リストから削除
受信側のメールボックス容量超過等の一時的なエラーの場合、バウンス

メールリストに該当メールアドレスが記録されますが、再度配信して配信成

功した場合は、バウンスメールリストからは削除されるようになりました。

2.13. 【その他の設定】オプトアウト（バウンス登録）、オプトイン（バウンス

削除）のAPIを追加
アンケート機能、またはECサイトのサーバからAPIを実行することで、ECIの
バウンスリストにメールアドレスを登録（オプトアウト）、バウンスリストから

メールアドレスを削除（オプトイン）することが可能になりました。

ctの値は、オプトアウトの場合は「O」、オプトインの場合は「I」を指定してくだ
さい。



3. アプリ通知
3.1. 【コンテンツ作成画面】アプリを選択するプルダウンを追加

複数のアプリを連携している場合、どのアプリへ配信するかを、コンテンツ

作成画面で指定できるようになりました。

4. ライン
4.1. 【コンテンツ作成画面】変数と絵文字の同時利用が可能に

変数と絵文字を同時に利用できるようになりました。



4.2. 【リッチメニュー】タブ切り替え機能に対応
リッチメニューで、タブ切り替えができるようになりました。

タブ切り替えのレイアウトが利用できることで、これまで以上に多くの情報を

分かりやすくユーザへ配信することが可能になります。

また、ユーザ属性別（例:無料会員、有料会員）や目的別（例:店舗情報、予
約）でタブを分けることで、適切なメニューへの誘導が可能になります。

4.3. 【リッチメニュー】テンプレート以外の、ユーザ定義のコンテンツ領

域が指定可能に
リッチメニューのコンテンツ領域を、テンプレートではなく、ユーザが定義した

ものを指定できるようになりました。



5. メルマガ、SMS、アプリ通知、ライン、ブラウザ通知、ファイ
ルなどの配信チャネル
5.1. 送信件数制限機能を追加

ユーザに、1日に送信する件数を制限できるようになりました。
すべてのチャネル（アナライズのレポートメール、顧客メニューのメールは対

象外）で利用可能です。

チャネルごとに送信件数を設定可能です（例: メルマガは1日3通、LINEは1
日2通）。

別途、有料のオプションとなりますので、ご利用希望の場合は弊社サポート

センターへお問い合わせください。

5.2. 配信日時設定で、月末の指定が可能に
配信日時の指定において、月末を指定できるようになりました。

6. ターゲット抽出
6.1. 禁則文字（%など）を入力を制限

%や?など、Windows、MacOS、Linuxの各OSで共通の禁則文字をファイル
名の文字として使用できないようになりました。



7. セグメント
7.1. 【顧客グループ設定画面】セグメント変更時にアラートを表示

顧客グループ設定画面において、ゴミ箱アイコンを押してセグメントを外した

り、セグメント内容変更後に保存ボタンを押さずに「戻る」ボタンを押した際

に、下記のようなアラートが表示されるようになりました。

▼セグメントを外した場合

▼セグメント内容変更後、保存前に「戻る」ボタンを押した場合

7.2. 【顧客セグメント設定画面】「メルマガ」属性に「クリック日時」項目を

追加
顧客セグメントの「メルマガ」属性に、「クリック日時」、「クリック日時(絶対日
指定)」が追加されました。



7.3. 【顧客セグメント設定画面】「会員」属性に「所持ポイント」「最短ポイ

ント有効期限」項目を追加
顧客セグメントの「会員」属性に、「所持ポイント」、「最短ポイント有効期限」

が追加されました。

8. 接客
8.1. 【サービス設定画面】経過時間ごとに表示できる条件を追加

サービス設定画面の「表示条件＞配信頻度」に「経過時間度に表示」が追

加されました。

単位は「日」、「時」、「分」、「秒」から選択可能です。

下図は、「1時間ごとに表示」を意味します。



8.2. 【プロモーション設定画面】class名、id名、変数名の動的置換機能
追加
プロモーション設定画面の「スクリプト」で、HTML、CSS、Javascriptで利用
しているclass名、id名、変数名、関数名に「$$」を付けると、実際に接客プロ
モーションが差し込まれるタイミングで、「$$」部分が動的にランダムな文字
に置換されるようになりました。

同じテンプレートや、同じclass名、id名、変数名を使用した2つ以上の接客
が同一画面に出力される場合、CSSやJavascriptの記述が被ってしまい、
表示崩れや予期せぬ動作が発生することがありましたが、この機能でその

問題が解消できます。

▼プロモーション設定画面＞スクリプト

▼実際のソースコード



8.3. 【接客効果測定】検索条件に、「サービス名」を追加
接客効果測定画面で、サービス名で接客サービスを検索できるようになり

ました。

8.4. 【接客効果測定】測定指標「クリックCV率」を追加
接客効果測定画面に、「クリックCV率」が追加されました。

クリックCV率は、各サービスごとの「CVに至ったクリック数 /総クリック数」を
表示します。

8.5. 【テンプレート】ラベル機能を追加
接客テンプレートにラベルを付けることができるようになりました。



9. アンケート
9.1. 【アンケート設定画面】ウィジェットのコピー機能を追加

アンケート設定画面で、ウィジェットがコピーできるようになりました。

9.2. 【アンケート設定画面】タイトルや説明文の編集機能を強化
各ウィジェットのタイトルや説明文を入力する箇所の編集機能が強化されま

した。

9.3. 【アンケート回答画面】必須項目の入力漏れ時に、該当箇所までス

クロールされるように
アンケート回答画面で、入力必須の項目が入力漏れ状態で次の画面へ遷

移しようとすると、該当箇所までスクロールし、入力漏れの箇所が分かりや

すくなりました。

質問数が多く、縦に長いアンケートの場合に、入力漏れの項目へすぐへア

クセスできるようになります。



↓　質問1だけ回答



10. 顧客
10.1. 【顧客管理画面】検索条件に「電話番号」、「Line ID」を追加

顧客管理画面の検索ダイアログで、電話番号、Line IDで検索できるように
なりました。

電話番号はsms.tsvで連携されている電話番号（tel_no）、Line IDはLINE連
携時に取得したLINEユーザIDが検索対象です。

11. サーチ
11.1. 【検索API】リクエストパラメータに「allValue」を追加

検索APIのリクエストパラメータに「allValue」が追加されました。

allValue=trueでリクエストすると、string項目、number項目に複数の値が連
携されている場合に、セミコロン区切りですべての値をレスポンスします。

allValue=falseでリクエストすると、従来通り、string項目、number項目の最
初の1つの値だけレスポンスします。

12. システム
12.1. 【連携履歴】直近1ヶ月間の連携履歴が確認可能に

「システム＞データ＞連携履歴」画面が追加され、直近1ヶ月間の連携履歴
を確認できるようになりました（従来は「システム＞データ＞連携ファイルの

取り込み」画面で、最新の連携履歴のみ確認可能でした）。



13. データ連携
13.1. 各種連携ファイル（item.tsv、member.tsv、order.tsv等）をCSV形

式にも対応
連携データファイルはTSV形式のファイルのみ連携可能でしたが、CSV形
式のファイルも連携可能になりました。

13.2. 会員データファイル（member.tsv）に、「所持ポイント」「最短ポイン
ト有効期限」の項目を追加
member.tsvに、新たに「member_point（所持ポイント）」、「
point_expiration_date（最短ポイント有効期限）」が追加されました。


